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はじめに



医介連携におけるさまざまなコミュニケーション

電話
○スピーディ－(状況次第)
△1：1の伝達
×記録が残りにくい
×通じない、気遣い

連絡ノート
○記録の集結
○患者・家族も参加
○大人数に伝達
×患者宅に行かないとわからない

FAXや書類
○記録を残しやすい
△1：1の伝達
×一方通行になりやすい

カンファ・担当者会議
○大人数に伝達
○記録の集結
×集まる場所と時間があわない

メール ・メーリングリスト・一般なSNS
○大人数に伝達は可能 ○記録を残しやすい
△スピーディーさは電話より劣るが時間を気にせず連絡可
△患者・家族参加に工夫が必要
×電子媒体になり情報漏洩など情報管理に大きな問題が生じる
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医療介護専用SNS
「メディカルケアステーション」とは

〇「厚生労働省の鈴木康裕審議官(現医務技監)は情報共有を
円滑にするツールのひとつの例として完全非公開型医療
介護専用SNSメディカルケアステーション(MCS)を紹介し…
(日本在宅薬剤学会、2015)」

〇「医介連携にSNSを利用する場合には…栃木県が採用して
いるような、非公開型かつ医介連携専用のプラベートSNS
(=MCS)を利用すること」(日医医療IT委員会、2016)

〇東京都在宅療養基盤整備事業(多職種ネットワーク構築事業)
実施51医師会のうち30医師会でMCSを導入(2018)

〇現在、全国の200以上の医師会でMCSを採用





東京都在宅療養推進基盤整備事業
（多職種ネットワーク構築事業）

目的 ：
・地域包括ケアシステムにおける在宅療養について都民の理解を深める
・医療と介護が連携し、ＩＣＴネットワークの活用等により効果的に情報を共有
・在宅療養患者を支える体制を構築するための取組を促進
・多職種の連携体制の強化を図る
→地域における在宅療養推進基盤の整備

実施内容：
医療と介護の関係者が、ＩＣＴを活用し効果的に情報を共有しながら、連携して
在宅療養患者を支えるネットワーク体制を構築
(１) ＩＣＴの導入に際して必要な事項の検討及び導入・拡充に係る方策の検討
(２) ＩＣＴを活用した多職種連携体制の構築
(３) 多職種ネットワーク構築事業に係る事業周知
＊検討会委員として各自治体職員を会議に含める等、行政との協力体制のもとで実施してください。
＊関係多職種による連絡会を開催する等、顔の見える関係の構築も同時に行ってください。



多職種ネットワーク構築事業における
豊島区医師会の取り組み

(１) ＩＣＴの導入に際して必要な事項の検討

(２) ＩＣＴシステムの導入・拡充

(３) ＩＣＴを活用した多職種連携体制の構築
顔の見える関係の構築
行政との協力体制

(４) 多職種ネットワーク構築事業に係る事業周知



(１) ＩＣＴの導入に際して必要な事項の検討

豊島区医師会多職種ネットワーク規則・規定等

Ⅰ.豊島区医師会多職種連携ネットワーク運用管理規則

Ⅱ.豊島区医師会多職種連携ネットワークにおける個人情報保護のための協定書
豊島区医師会多職種連携ネットワークにおける個人情報保護のための協定書の
規定

Ⅲ.業務情報保持に関する誓約書

Ⅳ.豊島区医師会多職種連携ネットワーク利用における個人情報使用同意書



(２) ＩＣＴシステム拡充

MCSポータルサイト・
医療介護検索システム

地域統計情報



(３) ＩＣＴを活用した多職種連携体制の構築

◯8包括ごとに「顔の見える連携」をより密にする



(３) ＩＣＴを活用した多職種連携体制の構築



(４) 多職種ネットワーク構築事業に係る事業周知

豊島区医師会 在宅医療 検索



(５) その他・・・事例検討会





施策3-1-2総合的・包括的なケア基盤の充実【重点施策】
在宅医療と介護の連携推進

三師会（医師会・歯科医師会・薬剤師会）や病院、介護事
業者、高齢者総合相談センター等多職種で構成される在宅
医療連携推進会議を定期的に開催するほか、ICTの活用に

より、医師をはじめとする多職種のスタッフがリアルタイム
で患者の状況や医療データ等について情報共有できる体
制構築に向けた検討を進めます。



〇在宅医療地域資源マップ 〇介護業者情報検索システム

→  ・更新に伴い医療資源情報やメニューの追加
・MCSとの連動



同一の検索システムを利用していると
隣接区の事業所も検索で表示される

⇒区境をこえる連携が実現する可能性

ここから
ＭＣＳの
連携が
始まる!

MCS利用事業所はMアイコンが表示され

Mを押すとMCS施設紹介ページにリンク



〇豊島区内の利用状況(H３０年３月１日現在)

・全ユーザー ７８０(+２０～３０/月)
・施設総数 ３５６(+ ５～１０/月)
・総投稿数 １１７,６０４(+ ４５００/月)
・患者グループ １,０１５(+４０～５０/月)

〇MAU(1か月中に利用したユーザー)が
７０％を超える月もある

地域統計情報



測定値はゲートウェイを介してサーバへ
患者状態やコメント等を記載し「確定」で
MCSの患者タイムラインに自動書き込み
診療記録書の印刷も可



〇体調管理質問⇒共有 ・・・褥瘡に関する質問に回答、適切な情報提供

〇教育コンテンツ共有 ・・・教育コンテンツを投稿し家族や多職種と共有

〇褥瘡写真管理機能 ・・・ガイドに沿って褥瘡写真を部位別に整理可能



多職種連携SNSと連動した服薬適正化支援アプリ



医療専用のアプリ開発フレームワーク
MCS App Frameworkや
医療アプリ構築支援サービスにより
これからも、新たなアプリケーションが
次々と開発されることに大きな期待



平成３０年度以降の事業予定

〇多職種ネットワーク+在宅医等相互支援体制構築事業

・多職種連携の会・・・包括圏域ごと
全体会
事例検討会

・ICT化促進・・・端末/通信費の補助

〇後方支援病床確保事業

〇リハビリ連携

〇在宅医療促進に向けた区民公開講座

MCSを用いた連携や
情報共有を基盤として
システムを作っていく



まだまだ問題は山積み

〇病診連携の推進、円滑な入退院支援

〇在宅医をサポートする仕組み

〇専門チーム（嚥下、緩和ケア、褥瘡など）の構築と連携

〇地域連携（CSW、民生員、ボランティア、地域住民など）

〇防災対策

〇救急対応（円滑な情報提供、救急車出動を減らす取組）

それぞれが作ったアプリ、システム、ノウハウを
全体で共有し、その地域に必要なものだけを
カスタマイズする⇒地域包括ケアシステム構築


